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議員発議の附帯決議を全会一致で可決

令
和
８
年
第
１
回
長
島
町
議
会
臨
時
会
が
、
１
月
26
日
か
ら
30
日
ま
で
開
か
れ
た
。
本
島
地
区
の
４
中
学
校

を
１
校
に
統
合
再
編
し
、
鷹
巣
中
学
校
に
新
設
校
を
開
設
す
る
「
議
案
第
13
号　

長
島
町
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
が
上
程
さ
れ
、
30
日
の
最
終
本
会
議
で
記
名
投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

賛
成
９
、
反
対
４
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

ま
た
、
追
加
日
程
で
議
員
発
議
と
し
て
、「『
長
島
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
』

に
対
す
る
附
帯
決
議
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
席
番
号

氏　
　

  

名

賛
否

 

１

上
平　
　

重

賛
成

 

２

中
浦　

雅
彦

賛
成

 

３

楠
元　

康
博

反
対

 

５

池
田　

安
彦

賛
成

 

６

兒
玉　
　

誠

賛
成

 

７

二
階
堂　

猛

賛
成

 

８

竹
山　

司
郎

反
対

 

10

上
筋　

睦
雄

反
対

 

11

邑
山　

初
徳

賛
成

 

12

浦　
　

弘
成

賛
成

 

13

古
田　

一
博

反
対

 

14

林　
　

義
明

賛
成

 

15

小
田　

勝
志

賛
成

林
誠
治
議
長
は
、
表
決
に
は
参
加
し
な
い
。

学
校
設
置
条
例
改
正
案

可
決

新
中
学
校
を
鷹
巣
中
に
統
合
再
編

本会議採決結果【賛成９・反対４】

賛
成
討
論

○
竹
山
　
司
郎

　

騒
音
が
出
な
い
よ
う
に
工
事

す
る
こ
と
は
絶
対
で
き
な
い
。

人
口
減
少
を
見
据
え
、
小
中
一

貫
の
学
校
作
り
を
す
べ
き
。

○
兒
玉
　
誠

　

中
学
校
の
統
合
再
編
に
つ
い

て
足
踏
み
を
し
て
い
る
と
、
町

お
よ
び
教
育
委
員
会
が
、
次
の

対
策
を
取
れ
な
く
な
る
こ
と
を

危
惧
し
て
い
る
。
速
や
か
に
教

育
環
境
全
体
を
整
え
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

○
上
平
　
重

　

人
数
が
足
り
ず
部
活
動
が
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。

鷹
巣
中
案
で
改
善
を
重
ね
な
が

ら
、
財
政
面
を
踏
ま
え
て
中
学

校
再
編
基
本
計
画
を
進
め
る
こ

と
が
議
員
と
し
て
の
責
任
と
判

断
し
た
。

◇
議
案
に
対
す
る
討
論

反
対
討
論

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
、
住
民
説
明
会
等
で
保
護
者
へ

の
不
安
解
消
が
払
拭
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
、
町
長
部
局
と
教
育
委

員
会
が
連
携
し
、
運
転
手
及
び
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
方
針
を
定

め
、
地
域
住
民
並
び
に
保
護
者
に

周
知
す
る
こ
と
。

②
新
た
な
中
学
校
の
校
舎
改
修
に

つ
い
て
は
、
事
故
、
怪
我
の
防
止

策
は
必
須
事
項
で
あ
る
が
、
騒
音

等
に
よ
る
授
業
へ
の
影
響
が
生
じ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
生
徒
へ
の

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
を
図
る
こ
と
。

③
閉
校
す
る
中
学
校
区
で
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
一
定
の
「
痛

み
」
を
与
え
る
た
め
、
学
校
跡
地

の
活
用
は
町
長
部
局
と
教
育
委
員

会
が
連
携
し
、
地
域
施
設
と
し
て

の
役
割
を
持
つ
活
用
な
ど
地
域
住

民
と
十
分
に
協
議
す
る
こ
と
。

④
今
後
、
学
校
教
育
の
保
障
と
学

習
の
場
と
し
て
の
機
能
を
高
め
て

い
く
こ
と
を
第
一
に
、
教
員
配
置

に
関
し
、
必
要
な
教
科
の
教
職
員

免
許
を
有
す
る
教
諭
を
確
保
す
る

こ
と
。
ま
た
、
多
く
の
種
目
、
多

く
の
人
数
で
で
き
る
部
活
動
の
充

実
を
図
る
こ
と
。

⑤
本
町
の
教
育
基
本
理
念
に
基
づ

き
、「
夢
と
活
力
の
あ
る
」
新
中

学
校
と
し
て
、
校
名
・
校
章
・
校

歌
、
更
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制

服
の
選
択
肢
等
、
広
く
町
民
の
意

見
等
を
聴
取
し
決
定
す
る
こ
と
。

⑥
今
後
、
少
子
化
が
急
激
に
進
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
小
学

校
の
校
舎
建
て
替
え
問
題
も
含
め
、

早
急
に
小
学
校
統
合
整
備
基
本
計

画
（
案
）
を
策
定
し
、
保
護
者
及

び
町
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
。

⑦
学
校
統
合
再
編
の
時
期
を
見
据

え
、鷹
巣
地
区
体
育
施
設
（
体
育
館
、

プ
ー
ル
、
武
道
館
等
）
の
設
備
の

充
実
を
図
り
、
学
校
教
育
に
影
響

　

中
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
町
議
会
の
見
解
と
し
て
、
学
校
統
合
は
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の

教
育
条
件
を
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
前
提
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
、
統
合
後
の
学
校
に
お
け
る
教
育
環
境

の
整
備
を
十
分
に
図
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
事
務
の
執
行
に
あ
た
っ
て
、
次
の
７
つ
の
事
項
を
確
実
に
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
議
員
発
議
に
よ
る
附
帯
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

附
帯
決
議
と
は
？

　

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
予
算
や

条
例
な
ど
の
議
案
に
対
し
て
、
そ

の
執
行
に
あ
た
っ
て
の
議
会
と
し

て
の
要
望
や
意
見
等
を
あ
ら
わ
す

も
の
。法
的
な
拘
束
力
は
な
い
が
、

町
長
は
、
こ
の
要
望
や
意
見
等
を

尊
重
す
る
政
治
的
・
道
義
的
な
責

任
を
負
う
。

「
議
案
第
13
号 

学
校
設
置
条
例
」
に
対
す
る

　
附
帯
決
議

の
な
い
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　

上
記
、
決
議
す
る
。

　

令
和
８
年
１
月
30
日長

島
町
議
会

○
上
筋
　
睦
雄

　

な
ぜ
今
上
程
し
た
の
か
。
教

育
問
題
を
政
治
に
利
用
し
て
い

る
。
否
決
し
、
政
治
的
駆
け
引

き
を
せ
ず
、
学
校
問
題
を
解
決

す
べ
き
。

○
小
田
　
勝
志

　

長
い
間
、
教
育
環
境
整
備
に

取
り
組
ま
な
か
っ
た
責
任
は

我
々
に
も
あ
り
、
こ
の
機
を
逃

せ
ば
、
将
来
へ
の
希
望
は
持
て

な
い
。
一
日
で
も
早
く
統
合
再

編
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決
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第
１
回
臨
時
会
で
学
校
統
合
再

編
調
査
特
別
委
員
会
（
林
義
明
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
「
議
案
第

13
号　

長
島
町
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
」、
１
月
27
日
に
第
13
回
同
特

別
委
員
会
を
開
き
、
全
委
員
出
席

の
も
と
、
町
長
、
教
育
長
及
び
各

担
当
課
長
の
説
明
を
求
め
、
審
査

し
た
。
起
立
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

▼
賛
成
意
見

○
長
島
高
校
跡
地
が
否
決
に
な
っ

て
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
、

早
く
統
合
再
編
す
べ
き
。

○
こ
れ
以
上
先
延
ば
し
は
で
き
な

い
。
色
々
な
意
見
が
あ
る
が
、
今

回
の
上
程
は
教
育
委
員
会
と
し
て

の
決
定
事
項
で
あ
る
の
で
、賛
成
。

○
経
費
削
減
の
意
味
で
も
鷹
巣
中

学
校
に
賛
成
。

○
賛
成
で
あ
る
が
、
議
会
の
責
任

と
し
て
、
今
後
の
状
況
を
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
た
め
、
附
帯
決
議

を
付
す
べ
き
。

▼
反
対
意
見

○
改
修
工
事
の
騒
音
の
中
、
子
ど

も
た
ち
を
学
ば
せ
る
の
か
。
長
島

高
校
跡
地
に
新
し
い
校
舎
を
建
て

て
新
し
い
学
校
で
ス
タ
ー
ト
す
る

べ
き
だ
。

○
保
護
者
か
ら
は
、
新
し
い
学
校

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
多

い
。
保
護
者
の
意
見
が
1
番
大
事
。

○
小
中
一
貫
校
を
見
据
え
た
学
校

を
作
る
べ
き
。
鷹
巣
中
学
校
は
敷

地
が
狭
い
。

家
計
・
事
業
者
の
負
担
軽
減
へ

特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

議
案
第
13
号
　
賛
成
多
数
で

「
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
」

学校統合再編 

　

第
１
回
臨
時
会
で
は
、
令
和

７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
は
、
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
事
業
や
人
事
院
勧
告
に
伴

う
人
件
費
補
正
な
ど
３
億
３
８

９
９
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総

額
１
２
７
億
４
５
２
９
万
８
千

円
と
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
給
与
条
例
の
改

正
や
、
５
特
別
会
計
と
３
公
営

企
業
会
計
に
係
る
補
正
予
算
な

ど
原
案
の
と
お
り
可
決
。

　

衆
議
院
議
員
選
挙
等
の
費
用

を
追
加
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）
を
専
決
処
分
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
承
認
し
た
。

〇一般会計（第６号）（専決処分）

衆議院議員選挙等費用………………………15,767

〇一般会計（第７号）

物価高騰対策生活者支援給付金事業………44,398

プレミアム付き商品券発行事業……………96,100

物価高対応子育て応援手当支給事業………33,530

肥料価格等高騰対策支援事業………………26,907

漁業者燃油価格等高騰対策支援事業補助金

……13,000

介護施設等物価高騰対策支援事業補助金……9,170

大島加世堂線交付金事業費…………………30,000

長島港浜漉地区事業費………………………30,000

※以下の会計は、人事院勧告に伴う人件費補正

〇国民健康保険特別会計（第４号）

〇国民健康保険診療施設特別会計（第３号）

〇へき地診療施設特別会計（第２号）

○介護保険特別会計（第３号）

○観光施設特別会計（第３号）

○水道事業会計（第３号）

○簡易水道事業会計（第１号）

○集落排水事業会計（第２号）

令和７年度補正予算の主な事業費
（単位：千円）

補
正
予
算
可
決

物
価
高
騰
対
策


